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目的 皮膚原発（皮膚、耳、口唇）扁平上皮癌の局所再発率、転移率、生存

率を検討する。 
データソース 記載なし 
研究の選択 除外規準 

 20 例未満 
初回治療と再治療例を混在させて再発・転移率を算出している報告

同一の症例群を用いて別の雑誌に再投稿してる報告 
基底細胞癌を区別して扱っていない報告 
治療法別の算出をしていない報告 

データ抽出 記載なし 

主な結果 

局所再発（経過観察が長くなると高くなった：7.6％→10.5％） 
 electrodesiccation：1.3→3.7％ 
 切除：5.7→8.1％ 
 集学的治療：4.0→7.9％ 
 耳原発例は再発率が高かった：16.1→18.7％ 
転移（経過観察が長いと転移率も高くなった） 
 日に当たる部位（2.3％→5.2％） 
 口唇（7.2％→13.7％） 
 創部（26.2％→37.9％） 
局所再発・転移のリスク 
 腫瘍径 2 cm 以上、Clark レベル IV～V、低分化、耳や口唇原発、

 日に当たらない場所の腫瘍、既治療例、周囲神経浸潤、免疫抑制 
治療法別局所再発率 
 手術：8.1％、放射線療法：10％、手術＋放射線療法：7.9％ 
 Mohs 手術：3.1％ 
転移を有する症例の生存率 
 手術＋放射線療法の成績が良かった 

結論 

経過観察が長くなると再発率は高くなる。 
再発の危険因子は、腫瘍径 2 cm 以上、Clark レベル IV～V、低分化、

耳や口唇原発、日に当たらない場所の腫瘍、既治療例、周囲神経浸潤、

免疫抑制。 
再発の危険性が高い例や転移例では集学的治療が良いかもしれない。

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 

備考 
 

レビューワー氏名 鹿間 直人 

レビューワーコメント 
レビューワーコメント 

レベル I 

 




